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における活動依存性シナプス病態の解明と治療法の開発」 課題番号：24659428 研究代

表者 勝野雅央 

7. 平成 25－26年度 第一三共生命科学研究振興財団研究助成金 研究代表者 勝野雅央 

8. 平成 25 年度 日本学術振興会科学研究費補助金 挑戦的萌芽 「球脊髄性筋萎縮症にお

けるクレアチニン代謝異常の病態解明と探索的臨床試験」 課題番号：26670440 研究代

表者 勝野雅央 

9. 平成 26－28年度 日本学術振興会科学研究費補助金 基盤B 「運動ニューロン疾患にお

ける神経・筋システム変性の分子病態解明と治療法開発」 課題番号：26293206 研究代表

者 勝野雅央 



10. 平成 26－28年度 日本学術振興会科学研究費補助金 基盤 C 「アンチセンス核酸を用い

た運動ニューロン疾患の病態、治療研究」 課題番号：26461268 研究代表者 佐橋健太

郎, 分担研究者 勝野雅央 

 

〔特許出願・取得状況〕 

特願2012-193347：抗神経変性疾患剤 

発明者: 祖父江 元, 勝野雅央 

出願人: 国立大学法人名古屋大学 

出願日： 2012.9.3. 

 

 “Anti-spinal and bulbar muscular atrophy therapy” 

発明者：Gen Sobue, Makoto Minamiyama, Masahisa Katsuno 

出願人: National Corporation Nagoya University 

国際出願日：2010年12月3日 

出願番号：PCT/JP2010/71702 

登録日: 2010年11月16日 

登録番号：7833975 

 

〔アウトリーチ〕 

該当なし  

 

〔受賞〕 

1. 勝野雅央. 2013年度日本神経学会賞. 2014.5.22. 

2.  


